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〈今治法人会のご案内〉

今治法人会は、納税意識の高揚と企業経営・社会の健全な発展に貢献することを目的に、
昭和33年に任意団体として設立以来、昭和51年に社団法人、平成25年に公益社団法人
となった納税協力団体です。
　私たちの活動は、今治税務署管内の法人会員、並びに会の目的と事業を賛助するために入会された法人
の事業所・個人会員の方に支えられています。
　又、全国には440の単位法人会があり、75万社の法人企業が加入しています。それぞれの法人会が地域
に欠かせない団体として様々な活動を行っております。

　今治法人会では、会員の皆様の会費及び公益財団法人全国法人会総連合からの助成金等、会員の皆様の
ご支援金により運営を行っており、下記の公益認定事業等を実施しています。
　令和５年３月末の会員数は1556社です。１社でも多く会員になっていただくことが最終、法人会の事
業目的を達成することに繋がるとして、地域の未加入法人に対する会員勧奨を推進しております。

今治法人会の事業

１．公益目的事業
　どなたでも参加できますが、参加費用が必要な場合があります。

　

　具体的には認定された次の事業を実施します。
　（１）税知識の普及を目的とする事業
　（２）納税意識の高揚を目的とする事業
　（３）税制及び税務に関する調査研究並びに提言に関する事業
　（４）地域企業の健全な発展に資する事業
　（５）地域社会への貢献を目的とする事業

２．共益事業
　公益目的事業以外の会員限定の事業も実施しています。
　事業によっては参加費が必要な場合があります。会員になると様々な特典があります。
　（１）会員の交流に資するための事業
　（２）会員の福利厚生等に資する事業

［法人会の会員］

正 会 員 今治税務署管内〈越智郡上島町及び今治市〉に所在する法人で、本会の目的及び事業に賛同して入
会した者

賛助会員 本会の事業を賛助するために入会した法人の事業所または個人の方

今治法人会は公益法人認定法に掲げる23の事業の中から、下記の事業を行うことを申請し公益認定を受け
実施しています。
　①　国政の健全な運営の確保に資することを目的とする事業
　②　地域社会の健全な発展を目的とする事業

〈法人会の理念〉
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〈研修会〉

税について理解を深め　仕事に生かしましょう！税について理解を深め　仕事に生かしましょう！

令和５年度の予定です
（順次ホームページでお知らせします https://hojinkai.zenkokuhojinkai.or.jp/imabari/）

〈決算期別研修会〉
決算期の留意事項や税法および通達などの改正についての研修会
です。
経営や税務に関する最新の情報をお伝えし、有益な資料をお渡し
しています。

（講師：今治税務署法人課税部門担当官）

本年度の開催日予定
　　令和５年　６月７日（水）／８月２日（水）
　　　　　　　11月１日（水）
　　令和６年　１月24日（水）

無料

〈簿記講座〉　９～10月
記帳から決算まで短時間でマスターできる複式簿記
初級コースです。現役の税理士の先生が豊富な実例
を挙げて指導してくださるので実務に役立つ内容です。

（今治商工会議所共催）
令和４年度は
　９月２日～10月25日（毎週火・金）18：30～20：30
　15回の研修でした。

無料

〈自主点検チェックシート説明会〉　年４回
法人会自主点検チェックシート（国税庁後援）は、
企業自らが自主的に点検することにより、税務コン
プライアンスを向上させ、税務に関するリスクの軽
減に役立つものです。活用方法について説明します。

（講師：今治税務署法人課税部門担当官）

無料 ※別途テキスト代が必要です
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〈年末調整説明会〉　11月
税務署が行っていた「年末調整説明会」は、今治法
人会で開催しております。
法人会では、年末調整事務等の疑問・質問の解決の
お手伝いをします。

（講師：今治税務署法人課税部門担当官）

無料

＊やむを得ない事情により、日時・会場が変更になる場合があります。
＊お問い合わせ　公益社団法人今治法人会（TEL 0898-31-8191）

〈新設法人研修会〉　１月
会社等を設立されて間もない経営者の皆様を対象に
事業の開始に際しての法人税務上の留意点等につい
て説明します。

（講師：今治税務署法人課税部門担当官）

無料

〈青年部会・女性部会主催　税務研修会〉　１月
今治税務署管内事業所の青年経営者・女性経営者お
よび従業員を対象に、様々な税をテーマに取り上げ、
税に関する理解と知識を深めるとともに、正しい税
知識を身につけるための研修会です。

無料

〈経理担当者養成講座〉　11月
経理（実務）担当者の日常業務及び決算業務の処理
に関して必要不可欠な知識を、税理士の先生をお迎
えし、わかりやすく解説していただきます。
日常会計実務（注意点）を集中して学べます。

写真は令和４年度
　今治税務署　高尾税務署長をお招きして
　�『国税庁の組織と各部門の仕事について』

無料
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〈研修会・税に関する広報活動〉

【税に関する広報活動】

今治法人会では企業経営に役立つ資料・冊子を無料で配布しています。ぜひご活用下さい。

成　人　式
　新成人（今治市内1，600人）に、納
税義務や税の役割についての冊子
「もっと知りたい税のこと」（財務省）
を配布しました。

確定申告の広報活動
　今年の確定申告の今治税務署窓口での相談・申告書
の受付は令和５年２月16日（木）から３月15日（水）でし
た。
　毎年この時期に女性部会は、今治税務署玄関前に花
のプランターを設置しています。
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今治税務署内「今治法人会コーナー」紹介今治税務署内「今治法人会コーナー」紹介

　今治税務署正面入り口から入ると右側に今治法人会コーナーがあ
ります。
　こちらにも、国税庁後援の「法人会 自主点検チェックシート」
を設置しておりますのでぜひ一度ご覧いただき、ご活用ください。
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https://hojinkai.zenkokuhojinkai.or.jp/imabari
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〈社会貢献活動〉

　国税庁が毎年実施している『税を考える週間』に、税の意義や役割について理解を深めていただくため
一般の方も参加していただける講演会を開催しています。

これまでの「税を考える週間講演会」実績
平成21年度　　江　口　克　彦 氏　（地域主権型道州制とは何か）
平成22年度　　見　城　美枝子 氏　（21世紀は水と土の時代）
平成23年度　　五　木　寛　之 氏　（いまを生きる力）
平成24年度　　岸　　　博　幸 氏　（政治の混迷と日本経済の展望）
平成25年度　　石　原　良　純 氏　（石原家の家族愛＆自然への想い）
平成26年度　　伏　見　俊　行 氏　（朗読劇「未来へ」、中国・アジアでの税務対応）
平成27年度　　永　濱　利　廣 氏　（日本の財政・現状と展望）
平成28年度　　須　田　慎一郎 氏　（いま起こっていることこれから起こること）
平成29年度　　長谷川　幸　洋 氏　（激動する世界　～日本の針路を考える）
平成30年度　　池　谷　裕　二 氏　（AI と脳の未来）
令和元年度　　飯　田　泰　之 氏　（日本経済の今後と地域経済の課題）
（令和２年度・令和３年度　コロナウイルス感染症拡大防止のため中止）

令和４年度「税を考える週間講演会」は
新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため中止となりました。

税を考える週間講演会税を考える週間講演会

　本年度も「税を考える週間講演会」（11月）を予定しています。
　「地域社会への貢献を目的とする事業」として一般の方にも聴講していただける講演会・セミ
ナーを開催する予定です。詳細は「今治法人会ホームページ」でご案内いたします。

写真は令和元年度の様子
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〈社会貢献活動〉

瀬戸内しまなみ海道・国際サイクリング大会瀬戸内しまなみ海道・国際サイクリング大会
サイクリングしまなみ2022サイクリングしまなみ2022

2022年10月30日（日）

　国内外から約6400名の参加者を迎え、「サイクリングしまなみ

2022」が盛大に開催されました。この大会は、高速道路や瀬戸内

の美しい島々を舞台に行うサイクリング大会です。

　今治法人会からも役員企業の皆様を中心に、前日の受付・受付

準備や当日の給水・補給食の配布などボランティア活動に参加い

たしました。

氏　　名 所　　属 ボランティア作業
長　野　　　司 ㈱小松商店 〈10月2９日〉

受付・受付準備渡　辺　　　俊 ㈱渡辺建設
市　来　賢　一 四国ガス㈱

〈10月30日〉
給水・補給食配布

青　野　多賀乃 青鬼運送㈱
大　澤　匠之輔 ㈱ヘイワード
清　水　英　之 四国通建㈱
白　石　美　樹 ㈱波止浜鉄工所
原　田　啓　司 四国ガス㈱
渡　邉　さつき ㈲まるよし
渡　邉　美　子 ㈱常盤モータース
森　　　和　博 今治法人会事務局

ボランティア参加者名簿
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〈租税教室〉

租　税　教　室租　税　教　室
　『今治市・越智郡租税教育推進協議会』は今治税務署、今治市・上島町の教育委員会、県市町の税務関
係機関、納税関連団体（四国税理士会今治支部・今治法人会・今治間税会）などで構成された、「租税教
育の推進と充実」を目的に租税教室への講師派遣や副教材の作成などの活動をしている団体です。今治法
人会は協力団体として、今治市や上島町の学校で租税教室の授業を行っています。

〈令和４年度〉中学校７校
　今治市立日吉中学校（10月11日）　　今治市立玉川中学校（10月12日）　　今治市立西中学校（10月26日）

　今治市立桜井中学校（10月28日）　　今治市立近見中学校（11月16日）　　今治市立朝倉中学校（11月17日） 

　今治市立菊間中学校（12月６日）

　オンライン授業に初挑戦　
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〈租税教室〉

〈令和４年度〉小学校13校
　今治市立国分小学校（５月23日）　　今治市立常盤小学校（５月30日）　　今治市立富田小学校（６月２日）

　今治市立清水小学校（６月７日）　　今治市立桜井小学校（６月８日）　　今治市立近見小学校（６月14日）

　今治市立宮窪小学校（６月16日）　　今治市立日高小学校（６月29日）　　今治市立立花小学校（６月30日）

　今治市立乃万小学校（７月12日）　　今治市立鳥生小学校（７月13日）　　今治市立吹揚小学校（７月15日） 

　今治市立波止浜小学校（10月21日）
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〈親子税金教室〉

　「小学生の税に関する作文表彰式・親子税金教室」の様子は、今治CATVでニュースとして放送されました。
広く市民の皆さんにもご紹介することができました。

小学生の税に関する作文表彰式・親子税金教室
令和５年１月28日　今治国際ホテル　

　今治法人会が夏休みに募集した「第15回小学生の税に関する作文」（小学６年生対象）の入選者の表彰式です。
今治税務署長・各納税団体の代表より受賞者へ表彰状と記念品が授与されました。ご家族や来場者から盛大な
拍手が送られ笑顔あふれる式となりました。

第15回小学生の税に関する作文　入選者表彰式

　表彰式終了後、「親子税金教室」を行いました。
　『オリンピックの報奨金には税金はかかるか』『小学生一人にどのくらい税金が使われているか』など、身近
な税の問題にとても盛り上がりました。税金について考え興味を持っていただけたと思います。

親　子　税　金　教　室



12

〈私達の主張〉

私達の主張
－「税の作文」－

今
治
税
務
署
長
賞

　
税
金
と
共
に
生
き
て
い
る
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「
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で
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か
。」
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減
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と
い
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、
お
ど
ろ
き
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す
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。
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で
き
、
豊
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な
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送
れ
て
い
る
こ
と
を
実
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た
。
救
急
車
の
音
が
鳴
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ひ
び
く
。
税
金
は
、
人
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守
り
、
助
け
て
い
る
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と
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に
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そ
の
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、
様
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な
税
金
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暮
ら
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関
わ
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、
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金
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し
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暮
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、
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世
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。
そ

の
時
、「
人
工
内
耳
の
機
械
の
修
理
に
、
た
く
さ
ん
の
お
金
が
か
か
る
け
ど
、

税
金
か
ら
補
助
金
が
支
払
わ
れ
て
い
て
、
お
金
の
負
担
が
少
し
減
っ
て
い
る
ん

だ
よ
。」
と
母
に
言
わ
れ
た
。
特
に
人
工
内
耳
は
本
当
に
高
額
で
、
補
助
金
と

い
う
も
の
を
知
っ
た
時
か
ら
国
や
県
の
税
金
か
ら
賄
わ
れ
て
い
る
と
知
り
、
税

に
ま
す
ま
す
興
味
を
持
っ
た
の
で
調
べ
て
み
る
事
に
し
た
。

　

私
達
が
納
め
て
い
る
税
に
は
、約
五
十
種
類
あ
り
、国
に
納
め
る
「
国
税
」
と
、

地
方
自
治
体
に
納
め
る
「
地
方
税
」
に
分
か
れ
て
い
る
。
最
も
身
近
に
納
め
ら

れ
て
い
る
消
費
税
は
、「
国
税
」
に
も
「
地
方
税
」
に
も
入
る
。
ま
た
、
一
番

多
く
の
税
が
使
わ
れ
て
い
る
の
は
、「
社
会
保
障
関
係
費
」
だ
。
そ
れ
は
私
た

ち
の
健
康
や
生
活
を
守
る
た
め
に
欠
か
せ
な
い
税
だ
か
ら
だ
。
例
え
ば
、年
金
、

医
り
ょ
う
、
介
護
及
び
子
供
、
子
育
て
支
援
、
福
祉
に
使
わ
れ
て
い
る
。
私
の

人
工
内
耳
の
機
械
に
か
か
る
税
金
も
こ
れ
に
ふ
く
ま
れ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

し
か
し
、
こ
の
国
で
進
ん
で
い
る
少
子
高
齢
化
に
影
き
ょ
う
さ
れ
、
大
き
く

二
つ
の
問
題
が
起
こ
っ
て
い
る
。
一
つ
は
、
社
会
保
障
の
費
用
が
増
え
て
い
く

事
で
、
も
う
一
つ
は
、
そ
の
費
用
を
負
担
す
る
働
き
手
が
減
っ
て
い
く
事
だ
。

社
会
保
障
の
費
用
は
高
齢
化
に
伴
い
、
最
も
重
要
な
年
金
と
医
り
ょ
う
方
面
の

費
用
が
増
え
続
け
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
働
き
手
が
減
っ
て
い
る
事
も
あ
り
、

働
い
て
い
る
一
人
一
人
の
負
担
も
重
く
な
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　

私
は
い
つ
も
物
を
買
う
時
、消
費
税
が
無
か
っ
た
ら
良
か
っ
た
の
に
な
と
思
っ

て
い
た
。
し
か
し
、
税
金
を
払
っ
て
い
る
人
が
い
る
か
ら
、
人
工
内
耳
の
機
械

の
修
理
に
払
う
お
金
が
負
担
し
て
く
れ
る
事
を
知
り
、
税
金
を
納
め
る
事
は
日

本
の
社
会
を
支
え
て
い
く
事
な
の
だ
と
理
解
で
き
た
。
こ
れ
か
ら
も
税
に
つ
い

て
関
心
を
持
っ
て
考
え
て
い
き
た
い
。

第15回小学生の税に関する作文　特選各賞受賞作品
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　今治法人会では、今治市及び越智郡上島町内の小学６年生を対象に「小学生の税に関する作文」を

募集しています。税の作文を書くことを通して税の大切さを知り、税への関心を持っていただきたい

と平成20年度より始めました。第15回（令和４年度）は864作品の応募がありました。

今
治
市
長
賞

　
ぼ
く
が
税
金
に
つ
い
て
考
え
た
こ
と

鳥
生
小
学
校
６
年
（
当
時
）　

田た

名な

後ご

　
友ゆ
う

　
弥や

　

　

ぼ
く
は
、
税
金
に
つ
い
て
あ
ま
り
よ
く
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
だ
か
ら
、
税

の
は
た
ら
き
に
つ
い
て
学
ん
で
、
と
て
も
驚
き
ま
し
た
。
税
は
、
ぼ
く
た
ち
の

生
活
ま
も
る
君
で
し
た
。
ぼ
く
は
、
人
Ｋ
Ｅ
Ｎ
ま
も
る
君
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
、

け
っ
こ
う
好
き
な
の
で
、
税
に
つ
い
て
も
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
作
っ
て
、
子
ど
も

た
ち
が
親
し
ん
で
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

ぼ
く
は
、税
金
は
「
仕
方
な
く
」
払
っ
て
い
る
も
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

で
も
、
集
め
ら
れ
た
税
金
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
と
こ
ろ
で
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
を

知
っ
て
、
税
金
の
す
ご
さ
を
知
り
ま
し
た
。
ぼ
く
た
ち
の
生
活
は
、
税
金
で
支

え
ら
れ
、
守
ら
れ
て
い
る
ん
だ
！
ぼ
く
は
、
そ
の
こ
と
が
分
か
っ
て
感
動
し
ま

し
た
。
そ
し
て
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
や
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
お
母
さ
ん
に
も
、
税
金

の
大
切
さ
を
伝
え
ま
し
た
。
社
会
科
の
授
業
で
、税
金
は
国
民
の
義
務
だ
と
習
っ

て
い
た
の
で
、
そ
の
こ
と
も
伝
え
る
と
、

「
友
は
、
え
ら
い
な
ぁ
。
確
か
に
税
金
は
、
大
切
や
の
に
、
ど
う
し
て
、
払
い

た
く
な
い
人
が
よ
う
け
お
る
ん
や
ろ
う
な
。」

と
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
言
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
ぼ
く
は
、
考
え
ま
し
た
。
税

金
に
い
い
イ
メ
ー
ジ
が
な
い
の
は
、
ど
う
し
て
だ
ろ
う
と
。
そ
し
て
、
ぼ
く
は

答
え
を
二
つ
見
つ
け
ま
し
た
。

　

一
つ
は
、
税
金
は
子
ど
も
に
あ
ま
り
関
係
が
な
い
と
、
お
金
に
つ
い
て
の
教

育
を
し
な
い
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
小
さ
い
頃
か
ら
、
税
金
と
そ
の
は
た
ら
き

を
知
っ
て
い
た
ら
、
大
人
に
な
っ
た
と
き
、
人
は
当
た
り
前
の
よ
う
に
税
金
を

払
う
と
思
い
ま
す
。
ぼ
く
は
、
教
育
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

　

二
つ
目
は
、
税
金
の
使
わ
れ
方
に
分
か
り
に
く
い
部
分
が
あ
る
か
ら
だ
と
思

い
ま
す
。
国
民
み
ん
な
が
税
金
の
流
れ
を
分
か
り
や
す
い
と
感
じ
、
納
得
で
き

る
説
明
が
さ
れ
た
ら
、
み
ん
な
税
金
を
明
る
い
未
来
の
た
め
の
も
の
と
、
と
ら

え
る
と
思
い
ま
す
。

　

ぼ
く
は
将
来
、
税
金
を
国
民
ま
も
る
君
と
し
て
、
明
る
い
イ
メ
ー
ジ
に
で
き

る
人
に
な
り
た
い
で
す
。

租
税
教
育
推
進
協
議
会
会
長
賞

　
未
来
と
今
を
支
え
る
税
金

清
水
小
学
校
６
年
（
当
時
）　

前ま
え

　
田だ

　
佳け
い

　
汰た

　

　
「
国
道
三
一
七
号
の
高
橋
の
近
く
で
道
路
の
ま
ん
中
に
穴
が
あ
い
て
い
ま
す
。

二
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
穴
で
す
。
車
の
タ
イ
ヤ
が
入
っ
て
ガ
ク
ン
と
な

り
ま
す
。」
自
分
の
声
に
緊
張
し
た
。

　

こ
の
電
話
の
二
、三
日
前
家
の
前
の
国
道
に
穴
が
あ
い
て
い
た
。
け
っ
こ
う

大
き
な
穴
だ
。
も
し
車
の
タ
イ
ヤ
が
引
っ
か
か
っ
て
パ
ン
ク
し
た
ら
大
変
だ
。

雨
が
降
っ
て
も
っ
と
穴
が
大
き
く
な
っ
た
ら
？
破
片
が
飛
ん
で
ぶ
つ
か
っ
た
ら
？

も
っ
と
大
変
だ
。
そ
れ
で
思
い
切
っ
て
＃
九
九
一
〇
に
電
話
し
た
。
子
ど
も
だ

か
ら
い
た
ず
ら
だ
と
思
う
か
な
。
信
じ
て
く
れ
る
か
な
。
と
心
配
だ
っ
た
。
直
っ

た
と
し
て
も
一
か
月
位
は
か
か
る
の
か
な
。
そ
う
思
っ
て
い
た
。
電
話
に
出
た

係
の
人
は
、
道
の
ど
の
辺
り
か
く
わ
し
く
聞
い
て
く
れ
た
。
な
ん
と
次
の
日
の

夕
方
に
は
直
っ
て
い
た
。
簡
易
的
に
穴
の
と
こ
ろ
を
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
で
ふ
さ
い

で
い
た
。
お
ど
ろ
く
べ
き
速
さ
だ
。
二
週
間
後
に
は
周
り
一
メ
ー
ト
ル
四
方
が

き
れ
い
に
舗
装
さ
れ
て
完
全
に
直
っ
て
い
た
。
な
ぜ
一
日
も
し
な
い
う
ち
に
修

理
で
き
た
の
だ
ろ
う
か
？
調
べ
て
み
た
。
ぼ
く
た
ち
が
日
頃
使
っ
て
い
る
道
路

は
税
金
で
造
ら
れ
て
い
る
。
道
路
に
使
わ
れ
て
い
る
税
金
は
、自
動
車
取
得
税
、

自
動
車
重
量
税
、
ガ
ソ
リ
ン
税
だ
。
国
と
地
方
に
分
け
て
使
わ
れ
て
い
る
。
道

路
の
管
理
や
整
備
は
税
金
の
力
で
支
え
ら
れ
て
い
る
。
ぼ
く
の
住
む
今
治
市
に

は
サ
イ
ク
リ
ス
ト
の
聖
地
し
ま
な
み
海
道
が
あ
り
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
も

整
備
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
も
税
金
が
活
躍
し
て
い
る
。
ぼ
く
は
国
道
が
好
き

だ
。
サ
イ
ク
リ
ン
グ
も
好
き
だ
。
い
つ
か
し
ま
な
み
海
道
を
走
破
し
た
い
。
き

ち
ん
と
整
備
さ
れ
た
国
道
を
維
持
す
る
た
め
に
相
当
な
労
力
が
必
要
だ
。
こ
の

先
、
人
口
が
減
る
こ
と
で
国
に
入
る
税
金
も
減
る
と
道
路
の
整
備
が
難
し
く
な

る
の
で
は
な
い
か
と
心
配
に
な
る
。
大
人
に
な
っ
た
時
税
金
を
納
め
る
ぼ
く
た

ち
の
働
き
が
重
要
な
の
だ
。
今
、
便
利
に
走
れ
る
道
路
が
あ
る
の
は
、
今
ま
で

働
い
て
き
た
人
た
ち
の
税
金
が
活
か
さ
れ
た
か
ら
だ
。
感
謝
の
思
い
を
忘
れ
ず
、

こ
れ
を
返
せ
る
よ
う
な
大
人
に
成
長
し
た
い
。
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〈私達の主張〉

本年度も第16回目の募集を行います。

児童の皆さんと共に、世代をこえてみんなで税と社会の仕組みについて考えましょう。

四
国
税
理
士
会
今
治
支
部
長
賞

　
税
金
の
使
わ
れ
方

朝
倉
小
学
校
６
年
（
当
時
）　

則の
り

　
兼か
ね

　
由ゆ

　
莉り

　

　

私
は
二
回
、
救
急
車
に
乗
っ
た
事
が
あ
り
ま
す
。
一
回
目
は
生
ま
れ
て
す
ぐ

で
、
呼
吸
が
し
ん
ど
そ
う
だ
っ
た
の
で
、
県
病
院
に
行
く
こ
と
に
な
っ
た
時
で

す
。
二
回
目
は
小
学
校
三
年
生
の
夏
、
熱
中
し
ょ
う
の
し
ょ
う
状
で
け
い
れ
ん

が
起
こ
っ
た
時
で
す
。
一
一
九
番
す
る
と
、
す
ぐ
に
来
て
く
れ
て
、
救
急
隊
員

の
人
が
優
し
く
声
を
か
け
て
く
れ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
本
来
な
ら
、
救
急

隊
員
の
費
用
や
ガ
ソ
リ
ン
代
、
機
械
代
な
ど
多
く
の
お
金
が
か
か
っ
た
は
ず
で

す
が
、
そ
の
時
の
費
用
は
無
料
で
し
た
。

　

救
急
車
が
一
回
出
動
す
る
と
お
よ
そ
四
万
五
千
円
か
か
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

令
和
二
年
度
は
一
日
あ
た
り
の
出
動
件
数
は
一
万
六
千
二
百
十
一
件
で
、
一
年

間
で
二
千
六
百
七
十
億
円
の
費
用
が
か
か
る
計
算
に
な
る
そ
う
で
す
。
そ
れ
が

全
て
税
金
で
ま
か
な
わ
れ
て
い
る
の
で
す
。

　

私
は
消
費
税
を
は
ら
っ
て
い
ま
す
。
百
円
の
お
か
し
を
買
う
と
百
八
円
、
百

円
の
文
具
を
買
う
と
百
十
円
に
な
っ
て
い
や
だ
な
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
な

ぜ
消
費
税
が
必
要
な
の
か
調
べ
て
み
ま
し
た
。
少
子
高
れ
い
化
が
進
ん
で
い
る

日
本
で
は
、
主
に
年
金
や
医
り
ょ
う
な
ど
社
会
保
障
の
財
源
確
保
の
た
め
だ
と

い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
他
に
も
地
域
の
医
り
ょ
う
や
警
察
、
消
防
を
は

じ
め
、
公
的
サ
ー
ビ
ス
に
あ
て
る
た
め
に
地
方
自
治
体
に
交
付
さ
れ
た
り
、
町

や
道
路
の
整
備
、
災
害
対
策
な
ど
を
行
う
公
共
事
業
関
係
費
と
し
て
使
わ
れ
た

り
、
学
校
教
育
や
科
学
技
術
、
文
化
の
発
て
ん
、
自
衛
隊
の
要
せ
い
な
ど
に
使

わ
れ
た
り
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
や
Ｐ
Ｃ
Ｒ
の

無
料
検
査
も
税
金
で
す
。
私
た
ち
が
安
心
・
安
全
で
豊
か
な
暮
ら
し
を
す
る
た

め
に
、
色
々
な
場
面
で
税
金
が
使
わ
れ
て
い
る
の
で
す
。

　

税
金
に
は
、
消
費
税
以
外
に
も
た
く
さ
ん
あ
っ
て
、
大
人
に
な
っ
た
ら
色
々

な
税
金
を
は
ら
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
私
が
は
ら
っ
た
税
金
が
自
分
や
多
く
の

人
、
社
会
の
た
め
に
な
る
と
う
れ
し
い
の
で
、
き
ち
ん
と
税
金
を
は
ら
い
、
む

だ
な
く
使
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

今
治
間
税
会
会
長
賞

　
日
本
最
大
の
海
事
都
市『
今
治
』か
ら
見
る
税

菊
間
小
学
校
６
年
（
当
時
）　

秋あ
き

　
山や
ま

　
歌う
た

　
音の

　

　

私
が
生
ま
れ
た
今
治
は
、
タ
オ
ル
・
造
船
・
窯
業
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
・
食

品
産
業
等
、
特
色
あ
る
産
業
が
盛
ん
で
す
。
中
で
も
四
国
初
の
開
港
に
指
定

さ
れ
た
今
治
港
は
、
開
港
か
ら
百
周
年
を
迎
え
ま
す
。
そ
し
て
、「
税
関
」
は

百
五
十
周
年
を
迎
え
ま
す
。

　

私
は
、「
税
関
」
が
ど
ん
な
仕
事
か
税
と
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
る
の
か

直
接
体
験
す
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
ず
、「
税
関
」の
仕
事
は
、「
税（
税
金
）」

に
関
す
る
仕
事
と
「
関
（
関
所
）」
に
関
す
る
仕
事
が
あ
り
ま
す
。「
税
」
は
輸

入
さ
れ
る
品
物
の
中
に
は
、
日
本
に
持
ち
こ
む
時
に
関
税
や
消
費
税
な
ど
の
税

金
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
私
の
服
は「
中
国
製
」で
す
。

こ
の
服
に
も
輸
入
の
時
に
は
関
税
が
か
か
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
税
金
を
集
め
る

役
割
が
あ
り
ま
す
。「
関
」
は
通
関
手
続
で
す
。
外
国
へ
、
何
を
輸
出
入
す
る

か
を
税
関
に
伝
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
は
書

類
を
チ
ェ
ッ
ク
し
た
り
、
実
際
に
品
物
を
検
査
し
た
り
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
今

治
港
で
も
、
正
し
く
貿
易
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
、
港
で
外
国
と
日
本
を
行
き
来

す
る
船
や
、
運
ん
で
い
る
品
物
の
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
い
ま
す
。
毎
日
何
気
な
く

使
っ
て
い
る
服
や
食
べ
物
に
は
、
輸
入
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
私
た

ち
の
く
ら
し
を
見
え
な
い
所
で
支
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
「
税
関
」
は
、

今
治
港
が
開
港
す
る
五
十
年
も
前
か
ら
今
治
を
守
っ
て
く
れ
て
い
る
こ
と
に
お

ど
ろ
き
ま
し
た
。

　

税
関
は
、
財
務
省
に
属
す
る
組
織
で
あ
り
、
職
員
は
国
家
公
務
員
で
す
。
国

家
公
務
員
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
給
与
は
、
私
た
ち
の
親
が
納
め
て
い
る
税
金

か
ら
支
払
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
税
金
に
よ
っ
て
、
国
の
税
金
が
守

ら
れ
る
こ
と
に
気
付
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
も
し
も
、
税
金
を
し
っ
か
り
納

め
な
け
れ
ば
国
を
守
る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
私
た
ち
の
安
全
も
守
ら

れ
な
く
な
り
ま
す
。
安
心
安
全
の
生
活
を
す
る
た
め
に
、
正
し
く
税
を
納
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
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今
治
法
人
会
会
長
賞

　
み
ん
な
の
生
活
を
守
る
税

近
見
小
学
校
６
年
（
当
時
）　

越お

　
智ち

　
か
の
ん
　

　

税
と
は
、「
私
た
ち
を
守
る
た
め
の
仕
組
み
」
と
し
て
私
た
ち
の
生
活
を
助

け
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　

私
の
父
は
漁
業
を
し
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
に
な
り
、飲
食
店
が
休
業
に
な
っ

た
事
で
市
場
で
の
魚
の
値
段
が
安
く
な
っ
て
す
ご
く
大
変
そ
う
に
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
時
に
母
と
行
っ
た
ス
ー
パ
ー
で
魚
の
値
段
を
見
て
、「
コ
ロ
ナ
前
と
変
わ
っ

て
い
な
い
ど
こ
ろ
か
値
段
が
上
が
っ
て
い
る
」
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
私
は
魚
が
ど
の
よ
う
な
仕
組
み
で
販
売
さ
れ
る
の
か
ネ
ッ
ト
で
調

べ
て
み
ま
し
た
。

　

漁
業
→
地
方
卸
売
市
場
（
千
か
所
以
上
）・
メ
ー
カ
ー
→
中
央
卸
売
市
場
（
全

国
三
十
八
都
市
に
四
十
四
か
所
・
水
産
の
み
）
→
小
売
業
者
→
消
費
者

　

魚
の
値
段
は
市
場
流
通
の
過
程
で
手
数
料
や
コ
ス
ト
が
か
か
る
た
め
高
く
な
っ

て
い
ま
し
た
。

　

消
費
者
の
も
と
ま
で
日
に
ち
が
か
か
り
、
鮮
度
が
落
ち
る
の
で
、
足
が
早
い�

（
い
た
み
や
す
い
）
魚
や
数
が
そ
ろ
わ
な
い
魚
は
未
利
用
魚
・
低
利
用
魚
と
言

わ
れ
る
そ
う
で
す
。
市
場
の
魚
の
値
段
や
天
候
や
漁
か
く
量
に
左
右
さ
れ
る
漁

師
さ
ん
を
支
援
で
き
る
方
法
は
な
い
か
考
え
ま
し
た
。

　

魚
の
値
段
が
安
い
と
生
活
の
た
め
た
く
さ
ん
の
魚
を
と
ら
な
い
と
い
け
な
く
な
り
、

海
か
ら
魚
が
い
な
く
な
る
の
で
、
海
を
守
る
た
め
に
も
税
金
を
使
い
、
直
接
消

費
者
と
つ
な
が
り
、
適
正
な
値
段
で
魚
を
販
売
で
き
る
よ
う
な
第
五
次
産
業
を

作
り
、
漁
師
さ
ん
を
助
け
、
海
の
豊
か
さ
を
守
り
、
お
い
し
い
魚
が
住
む
瀬
戸

内
に
な
る
よ
う
に
育
て
る
こ
と
で
、
漁
業
・
観
光
・
飲
食
も
盛
ん
に
な
り
、
地

方
創
生
だ
け
で
な
く
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）
を
解
決
で
き
る
仕

組
み
に
な
る
と
思
い
ま
し
た
。

　

税
金
は
、
だ
れ
か
だ
け
の
た
め
で
は
な
く
、
周
り
の
人
も
幸
せ
に
な
る
よ
う

に
使
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

今
治
法
人
会
会
長
賞

　
学
び
か
ら
考
え
る
税

乃
万
小
学
校
６
年
（
当
時
）　

笛ふ
え

野の

戸と

　
遥は
る

　
陽ひ

　

　

僕
は
二
週
間
に
一
回
、
家
族
で
中
央
図
書
館
に
行
く
。
図
書
館
に
つ
く
と
、

父
は
釣
り
雑
誌
を
、
母
は
小
説
を
探
し
に
、
弟
は
絵
本
を
、
僕
は
科
学
の
本
を

探
し
に
二
階
へ
行
く
。
図
書
館
は
ク
ー
ラ
ー
も
効
い
て
い
て
快
適
だ
。
一
時
間

ほ
ど
で
読
み
た
い
本
を
抱
え
て
家
族
が
そ
ろ
う
。
毎
回
十
冊
か
ら
十
五
冊
ほ
ど

借
り
て
帰
る
。
ふ
と
本
の
値
段
を
目
に
し
て
、お
ど
ろ
い
た
。
一
冊
千
五
百
円
、

そ
の
日
僕
ら
の
借
り
た
本
の
合
計
は
、
二
万
円
を
超
え
て
い
た
。
図
書
館
で
お

金
を
請
求
さ
れ
た
こ
と
は
な
い
、無
料
な
の
が
当
た
り
前
に
思
っ
て
い
た
け
ど
、

よ
く
考
え
た
ら
ど
う
し
て
無
料
に
で
き
る
の
か
疑
問
に
思
っ
た
。

母
に
聞
く
と
、

「
税
金
で
運
営
さ
れ
て
い
る
、
公
共
の
も
の
だ
か
ら
ね
。」

と
言
わ
れ
、
そ
の
時
初
め
て
よ
く
分
か
ら
な
い
税
金
と
い
う
も
の
が
、
も
の
す

ご
く
身
近
な
も
の
だ
と
知
っ
た
。
僕
は
読
書
が
好
き
だ
。
で
も
、
読
み
た
い
本

を
、
読
み
た
い
だ
け
本
屋
さ
ん
で
購
入
し
て
い
た
ら
、
お
こ
づ
か
い
が
い
く
ら

あ
っ
て
も
足
り
な
い
。
で
も
、
図
書
館
が
あ
る
お
か
げ
で
、
子
供
の
僕
で
も
た

く
さ
ん
の
本
が
読
め
る
。
本
当
に
あ
り
が
た
い
と
い
う
気
持
ち
に
な
っ
た
。
税

金
は
子
供
の
僕
に
は
関
係
な
い
と
思
っ
て
い
た
け
ど
、
い
つ
も
身
近
に
あ
る
も

の
の
ほ
と
ん
ど
が
税
金
を
使
っ
た
も
の
だ
と
社
会
の
授
業
で
習
っ
た
。
僕
が
生

活
す
る
だ
け
で
も
、
た
く
さ
ん
の
人
か
ら
集
め
ら
れ
た
税
金
に
支
え
て
も
ら
っ

て
い
る
。
そ
し
て
、
父
も
母
も
働
い
て
し
っ
か
り
税
金
を
納
め
て
い
る
。

　

僕
は
こ
れ
か
ら
大
人
に
な
っ
て
い
く
、
誰
か
の
為
に
出
来
る
こ
と
は
、
手
を

か
す
こ
と
だ
け
じ
ゃ
な
い
。
税
金
を
、必
ず
納
め
る
事
、そ
れ
が
ま
わ
り
ま
わ
っ

て
誰
か
の
為
に
な
る
事
を
僕
は
知
っ
た
。
だ
か
ら
僕
は
図
書
館
で
本
を
借
り
る
。

今
の
僕
に
出
来
る
の
は
、
し
っ
か
り
と
学
び
考
え
る
事
、
僕
の
学
び
の
そ
の
先

に
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
が
出
来
る
と
信
じ
て
る
。
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〈コラム〉

コラムコラムColumnColumn

　世界中の海や川に漂うマイクロプラスチックごみは多様な化学物質を含み、人体に有害なものも

あります。これらは北海道大などの最近の研究で、マイクロプラごみを飲み込んだ魚の筋肉などに

蓄積することが判明。そんな魚が食卓に上がれば人の健康への影響が懸念されるため、プラごみの

環境流出防止がますます急務になってきました。

■有害性が疑われる添加剤

　マイクロプラスチックは、大きさ５ミリ以下の微細なプラスチックの破片や粒です。レジ袋や食

品容器、ペットボトルなどのプラスチック製品の一部がごみとなって川や海に流れ込み、紫外線の

影響や波の力で細片化して生じます。

　プラスチック製品は製造時、機能向上のため添加剤と呼ばれる多様な化学物質が加えられていま

す。燃えにくくする臭素系難燃剤や、紫外線による劣化を防ぐ紫外線吸収剤などで、生物への有害

性が疑われているものもあり、マイクロプラごみにも残留しています。

　マイクロプラごみは、北極から南極まで地球全体の川や海に漂い、しばしば魚が天然の餌と見誤

るなどして飲み込みます。これまで約500種の魚の体内から見つかり、消化管の損傷などが報告さ

れています。ただ、マイクロプラごみ自体は分解されず排せつされるため、人の食生活に影響があ

るかどうか、よく分かっていませんでした。

■カジカとアミを使い実験

　そこで研究チームは、マイクロプラごみを飲み込んだ魚の体内で、化学物質がどうなるかを調べ

る実験を始めました。実験用のマイクロプラごみとして、臭素系難燃剤と紫外線吸収剤を含む大き

さ約0.03ミリのポリエチレン粒を用意。それを飲み込ませる生物として、肉食魚のシモフリカジカ

と、その餌となる小型甲殻類のイサザアミを海で採取しました。

　まず、海水を入れた水槽にポリエチレン粒を浮遊させ、24時間ごとにイサザアミを与えながら、

シモフリカジカを10日間飼育。さらに、別の水槽ではポリエチレン粒を入れず、事前にポリエチレ

ン粒を食べさせたイサザアミを24時間ごとに与えながらシモフリカジカを10日間飼育。それぞれの

シモフリカジカの筋肉や肝臓に、添加剤が移行するか確認しました。

マイクロプラごみの化学物質、魚の可食部に蓄積

産経新聞科学部記者　伊　藤　壽一郎　
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■食物連鎖で蓄積が加速

　すると、ポリエチレン粒を入れた水槽のシモフリカジカの筋肉と肝臓には、臭素系難燃剤と紫外

線吸収剤が大量に蓄積していました。一方、ポリエチレン粒を食べさせたイサザアミを与えて飼育

したシモフリカジカも、筋肉や肝臓に添加剤が大量に蓄積していましたが、臭素系難燃剤の量は、

前者の数倍から数十倍にも及んでいました。これらによって、魚が直接、間接にマイクロプラごみ

を摂食すると、含まれる添加剤が筋肉や内臓など可食部に移行し蓄積することが実証されました。

また、大きな生物が小さな生物を餌として食べる「食物連鎖」を経由してマイクロプラごみを体内

に取り込んだ場合は、蓄積が加速し、高濃度になるケースがあることも判明しました。

　チームによると、生物が摂取したマイクロプラごみに含まれる添加剤が、筋肉などに移行し蓄積

することは、貝類での報告例はありましたが、魚類で実証されたのは世界初だそうです。北海道大

の仲岡雅裕教授は、「私たちが食料としている水産資源に危険が迫っていることが分かりました。

プラごみの環境流出を抑止する取り組みを急ぐとともに、添加剤の移行や蓄積のメカニズムを早く

解明し、食の安全に貢献していかなくてはなりません」と話しています。

【筆者紹介】

伊藤壽一郎（いとう・じゅいちろう）
東京都生まれ。学習院大学卒業後、産経新聞社に入社し、文化部、経済部、社会部などを経
て2002年から科学部。現在は文部科学省の科学技術部門を担当し、原子力から地震、宇宙、
物理、化学、生物、ＩＴまで、幅広い分野を取材対象としている。著書に『生きもの異変　
温暖化の足音』（共著、扶桑社）、『新ライバル物語　闘いが生む現代の伝説』（共著、柏書房）
などがある。
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●３年ぶり開催のお供馬

　令和４（2022）年10月15・16日の

菊間祭りでは、３年ぶりに「お供馬

の走り込み」（県指定無形民俗文化財）

が披露され、今治市菊間町浜の加茂

神社境内には多くの観客が詰めかけ

ました。家内安全と五穀豊
ほう

穣
じょう

の願い

を込め、この年は小学２年から中学

３年生の男子12人の乗り子と12頭の

馬が出走することになりました。

　筆者がこの行事を初めて見たの

は、県外の大学へ通い始めた30年前

のことです。NHKの全国放送で紹

介されたため、とても印象に残って

います。300ｍの参道が馬場に姿を変え、少年がサラブレッドにまたがり疾走するのです。乗り子は絢
けん

爛
らん

な衣装を

まとい、馬も艶
あで

やかな装具を身につけ、人馬一体で駆け抜けていく姿は神々しく、故郷の良さを再認識しました。

　この行事を支える組織が「菊間町愛
あい

馬
ば

会
かい

」です。馬主は厩
きゅう

舎
しゃ

やエサを確保できる農家の方々で、乗り子は馬主の

親族らが務め、馬は高知競馬などを引退した元競走馬たちです。馬にとってはセカンドキャリアを菊間で過ごし、

１年に１度の菊間祭りで観客の視線を一身に浴びるこ

とになります。

　９月から日曜ごとに練習を始めますが、神事に関わ

る行事のため、関係者は浜の海岸で身を清める潮ごり

を欠かしません。本番１週間前の馬場設営後は毎日練

習を重ね、前日は市街をパレードしてPRに努めます。

走り込みばかりが注目されますが、12頭が商店街を闊
かっ

歩
ぽ

し、JR予讃線踏切や国道196号を横断する光景はと

てもシュール（非日常的）です。

　今治の埋もれた、魅力ある歴史文化を紹介するコーナーです。第33回は、菊間祭りで

奉納される「お供
とも

馬
うま

の走り込み」を紹介し、その由来を歴史散歩したいと思います。

大　成　経　凡

第33回　かわらぬ愛と菊間お供馬

参道を駆け抜けるお供馬（加茂神社参道／令和４年10月16日撮影）

前日の市街パレード（国道196号を横断する光景）
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●お供馬の起源

　「お供馬」の名称は、神輿が御旅所まで練り

歩く際、これに神
しん

馬
め

がお供することに由来する

ようです。祭礼の主役は神輿のため、お供馬の

走り込みが奉納されるのは、地区内の牛鬼・神

輿・ダンジリ・獅子舞などの宮出しが始まるま

での午前中となっています。宮出しの準備が整

うと、走り込みは最後のフィナーレを迎え、中

学生の乗り子を中心に勢いのある数頭が競い合

うように参道を駆け抜けていくのです。

　走り込みの起源は、11世紀後半以降に菊間地

方にあった京都上
かみ

賀
が

茂
も

神社（京都市北区）の荘園に由来するようです。本社の競
くらべ

馬
うま

会
え

神事を維持するため全国各地

に荘園があって、「菊
きく

万
まの

庄
しょう

」と「佐
さ

方
がた

保
ほう

」もその一つでした（上賀茂神社の競
くらべ

馬
うま

は、京都三大祭りの一つ葵
あおい

祭
まつり

の前

儀で現在も実施）。その名残として、菊間地区には加茂神社が、亀岡地区佐方には賀
か

茂
も

別
わけ

雷
いかづち

神社があります。

　しかし戦国時代になると、京都への年貢銭納入が滞るようになり、本社側から菊万庄代官の得居氏へ催促の手紙

が送られています。戦国末期の佐方保代官は来島城主の来島氏（村上通
みち

総
ふさ

）でしたが、両氏の納入は太閤検地で荘

園が消滅するまで続けられたようです。

●菊間瓦とお供馬

　菊間瓦の起源は諸説あり、身近なルーツは藩政時代の株仲間〝26軒
けん

株〟にさかのぼることができます。松山藩で

は、領内で瓦の製造・販売を行う業者を53株に制限し、このうち半数の26株を菊間の業者に与えました。これらの

窯
かま

元
もと

が野間郡浜村の船
ふな

ヶ
が

浦
うら

（現、菊間町浜の西海岸）に拠点を構えたことで、菊間はしだいに瓦の積出港として賑

わうようになります。

　菊間が瓦産地となった要因には、原料の粘土や焼成用の松葉・薪
たきぎ

が豊富に採れたことなどがあります。この運搬

に活躍したのが農耕馬でした。藩政期の資料『野間郡手
て

鑑
かがみ

』によると、17世紀後半から18世紀前半頃の野間郡の牛

馬飼育頭数は牛1,026頭・馬1,064頭で、人口は１万5385人、戸数は3,096戸でした。中でも別
べ

府
ふ

村（67％）・西山村

（69％）・池
いけのはら

原村（78％）・長坂村（78％）の戸数に対する馬の保有頭数の割合は群を抜いていました。

　大正11（1922）年のお供馬行事には128頭の

参加があり、昭和30（1955）年頃まで飼育場鍛

錬の目的で旗
はた

競
けい

馬
ば

も催されていました。現在の

加茂神社境内の神馬像は青銅製ですが、大正13

年にも青銅製が献納されたことがあります。こ

れは、太平洋戦争の金属供出で失われ、代わり

に昭和21（1946）年に全国的にも珍しい瓦製神

馬が献納されました。しかし、その神馬像も昭

和50（1975）年に役目を終え、今は頭部のみが

「かわら館」に展示されています。

　農耕馬の減少で、一時はお供馬行事が中断さ

れたこともありましたが、〝かわらぬ愛〟で令

和の今日に継承されています。 光野亀太郎が手がけた加茂神社の瓦製神馬像
（古写真／錦松工房所蔵）

愛馬会の乗り子たち（加茂神社参道／令和４年10月15日撮影）
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〈愛媛県からのお知らせ〉

令和５年度の自動車税種別割の納期限は、

令和５年５月31日（水）です！

　自動車税種別割のＱ＆Ａ

Ｑ１　�他人に譲った自動車の自動車税種別割納
税通知書（以下「納税通知書」）が届い
たのですが？

　Ａ　�自動車税種別割は、４月１日現在の所有者が
その年度分を全額納めることになります。３
月31日までに名義変更されていないと翌年度
も課税されますので、運輸支局で移転登録を
してください。

Ｑ２　�車検が切れている自動車にも税金はかか
るのですか？

　Ａ　�運輸支局で抹消登録の手続きをしないと、い
つまでも自動車税種別割がかかります。抹消
登録をすると、翌月以降の税金が月割りで還
付されます。

Ｑ４　�自動車税種別割の納税通知書が届かない
のですが？

　Ａ　�住民票を移しただけでは、納税通知書の住所
は変わりません。納税通知書は、原則として
車検証の住所地に送付されますので、運輸支
局で住所変更（変更登録）の手続きをしてく
ださい。

　 　�なお、個人名義の普通自動車に限り、一時的
に納税通知書の送付先変更を希望される場合は、
県地方局に連絡していただくか、インターネッ
トによる電子申請をお願いします。

　 　�※納税通知書の送付先変更に関する県のＨＰ
　 　�ht tps ://www.pre f .eh ime. jp/h10500/

jidousha/juusho.html

Ｑ３　�納期限を過ぎたらどうなるのですか？

　Ａ　�納期限を過ぎますと、納める税額のほかに原
則として延滞金がかかります。納付に応じて
いただけない場合は、地方税法に基づき差押
等の厳正な滞納処分を行うこととなりますので、
十分注意してください。

  納期限までに忘れずに
納付してください！

忘れんとってね！

Ｑ５　�税額が昨年度より上がっているのですが？

　Ａ　�グリーン化税制により、環境にやさしい自動
車の開発・普及を促進するため、排出ガス・
燃費性能の優れた環境負荷の小さい自動車は
税負担が軽くなる一方、新車新規登録から一
定年数を経過した自動車は税負担が重くなっ
ています。

手のひら県庁（えひめ電子申請システム）サービス開始！
　インターネットやスマートフォンを使用して、夜間・土日・休日でも住所変更の届出が可能になりました。

　えひめ電子申請システム（手のひら県庁）　https://s-kantan.jp/pref-ehime-u/offer/offerList_initDisplay.action



27

自動車税種別割の納付がより便利に！
～いつでも・どこでも・かんたんに～

　１．クレジットカード及びインターネットバンキングでの納付　
　パソコンやスマートフォン等からクレジットカード又はインターネットバンキングで納付ができます。

　ウェブで『エフレジ　公金支払い』と検索、またはスマートフォンで下記のQRコードを読み込んでください。

　　※１台の納付につきクレジットカードは納付金額に応じて10,000円あたり110円（税込）、
　　　インターネットバンキングは納付金額にかかわらず一律165円（税込）の決済手数料が
　　　かかります。

　２．スマートフォン決済アプリ納付　
　スマートフォン決済アプリ「PayB」、「PayPay」、「LINE Pay」、「ｄ払い」及び「au Pay」で納付ができます。

　スマートフォン等で、納税通知書等に記載の「ＣＶＳ収納用」のバーコードを読み込んで手続きを行います。

　（コンビニエンスストアなどでの店頭ではお支払いいただけません。）

　　※手数料はかかりませんが、アプリのインストールや利用時にかかる通信料は利用者のご負担となります。
　　　ＣＶＳ収納用バーコードが印字されている納付書のみ利用可能です。（期限を経過した納付書等は除く）
　　　一度の決済でお支払いいただける金額は30万円以下となります。

　３．口座振替による納付　
　口座振替をご希望の方は、金融機関等に備えております「口座振替納付届」によりお申し込みください。

　令和６年１月末までに申し込んだ場合、令和６年度分から口座振替での納付になります。

注意事項
◦口座振替による納付手続きをされている方は、クレジットカード及びアプリでの納付はご利用できません。

◦�自動車税種別割の納付確認の電子化により、車検を受ける際は、納税証明書の提示が省略できることから、上記
１〜３の方法で納付した場合、領収書や車検用の納税証明書は送付されません。なお、納付確認ができるまでに
３週間程度かかりますので、納付後すぐに車検を受ける必要がある方は、納税通知書を使って金融機関等の窓口

やコンビニエンスストアで納付いただき、受領した納税証明書を車検時に提示してください。

○自動車税種別割に関すること
東予地方局　課税課　☎０８９７－５６－１３００

○納付及び納税証明書に関すること
今治支局　税務室　　☎０８９８－２３－２５００

○自動車税環境性能割に関すること
中予地方局　課税課　☎０８9－９５７－６６２１

○自動車の登録等に関すること
愛媛運輸支局　　　☎０５０－５５４０－２０７６

【お問い合わせ先】

※軽自動車については、市役所または町役場へお問い合わせください。

詳しくは愛媛県のホームページをご覧ください
◦クレジットカード・インターネットバンキング納付　https://www.pref.ehime.jp/h10500/credit/credit_nofu.html

◦スマートフォン決済アプリ　http://www.pref.ehime.jp/h10500/smartphoneapp/smartphoneapp.html

◦口座振替　http://www.pref.ehime.jp/h10500/4429/jidosya.html
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〈今治市からのお知らせ〉

今治市の市税賦課徴収状況

　個人市民税調定額 （単位：人・千円）

　　　　　区分

年度　　　　　

均等割のみを納めるもの 均等割と所得割を納めるもの

納税義務者数 均 等 割 額 納税義務者数 均 等 割 額 所 得 割 額

令和元年度 8,994 31,480 62,867 220,034 6,662,744

令和２年度 8,994 31,480 62,868 220,038 6,559,075

令和３年度 9,002 31,508 62,434 218,518 6,333,256

令和４年度 8,763 30,671 61,670 215,846 6,576,133

課税状況調（各年７月１日現在）による

　法人市民税調定額 （単位：千円）

年　　　度 申告件数（件） 法 人 税 割 均　等　割 計

令和元年度 6,171 2,354,432 516,078 2,870,510

令和２年度 5,886 1,086,238 499,092 1,585,330

令和３年度 5,921 1,960,438 507,392 2,467,830

　固定資産税調定額 （単位：千円）

年　　　度 土　　　地 家　　　屋 償 却 資 産 計

令和元年度 3,114,192 4,172,384 2,015,095 9,301,671

令和２年度 3,092,852 4,269,736 1,976,932 9,339,520

令和３年度 3,041,822 4,004,045 1,911,232 8,957,099

令和４年度 2,986,893 4,267,810 1,977,220 9,231,923

（上記には国有資産等所在地交付金は含まない。令和４年度分は10月末現在）

　　　　年度

税目　　　　

令和元年度 令和２年度 令和３年度

収入済額 収 納 率 収入済額 収 納 率 収入済額 収 納 率

個人市民税 7,004,300 98.23% 6,948,624 98.73% 6,725,923 98.25%

法人市民税 2,869,335 99.59% 1,584,430 99.24% 2,469,773 99.62%

固定資産税 10,611,293 97.91% 10,487,536 97.96% 10,040,851 98.18%

軽自動車税 566,179 96.15% 592,809 96.77% 604,409 96.78%

市たばこ税 1,026,808 100.00% 979,829 99.997% 1,037,096 99.997%

入　湯　税 8,094 100.00% 3,748 100.00% 4,591 100.00%

一般市税計 22,086,008 98.28% 20,596,977 98.38% 20,882,643 98.42%

現年課税分 21,905,991 99.36% 20,451,845 99.28% 20,744,696 99.42%

滞納繰越分 180,017 42.35% 145,132 43.15% 137,947 39.31%

（単位：千円）

（固定資産税には国有資産等所在地交付金、軽自動車税には環境性能割を含む）
※端数処理の関係上、合計と一致しないことがあります。

　今治市市税徴収状況
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　今治市の市税の徴収状況および主な税の調定額の推移は以上のとおりです。令和３年度の税収については、個人

市民税や固定資産税は落ち込んだものの、法人市民税や軽自動車税、たばこ税は増加したため、全体では増収とな

りました。

　市税についてのより詳しい内容は今治市市民税課ホームページに「市税概要」を掲載しておりますので、そちら

をご覧ください。

　市税のお支払いに関すること　　　　　　　　　　　　　　納税課　　0898­36­1512

　固定資産税の課税に関すること　　　　　　　　　　　　　資産税課　0898­36­1511

　住民税・軽自動車税その他市税の課税に関すること　　　　市民税課　0898­36­1510

（各年度4月1日現在）※端数処理の関係上、合計と一致しないことがあります。

　　　　　　　区分

年度　　　　　　　

令和２年度 令和３年度 令和４年度

課税台数 調 定 額 課税台数 調 定 額 課税台数 調 定 額

原動機付自転車 16,856 35,202 16,379 34,298 16,118 33,834

軽　 自　 動　 車 66,263 535,492 66,284 548,689 66,009 562,511

小　 型　 特　 殊 853 3,853 958 4,165 994 4,251

二輪の小型自動車 1,681 10,086 1,788 10,728 1,866 11,196

合　　計 85,653 584,634 85,409 597,879 84,987 611,791

（単位：台・千円）　軽自動車税（種別割）課税状況

　市たばこ税調定額

平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

売 渡 本 数　（本） 192,031,724 181,745,971 166,811,543 164,429,327

調　定　額（千円） 1,031,861 1,026,808 979,858 1,037,096

　入湯税調定額

平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

人　　　数　（人） 55,801 53,959 24,990 30,605

調　定　額（千円） 8,370 8,094 3,748 4,591

　「ふるさと納税今治」の状況 （単位：千円）

平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

件　　　数　（件） 12,677 18,434 27,974 38,102

寄　付　額（千円） 455,643 623,242 844,946 1,066,228

今治市への「ふるさと納税」寄付状況

　ふるさと納税に関すること　　　　　　　　　　　i.i.imabari! 推進課　0898­36­1554






